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開　催　の　趣　旨

国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域

の人々に広くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、

健康増進と体力向上を目指し、併せて５県の親睦と交流を

深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文化の発展に寄与

することを目的とする。

日本体育協会スポーツ憲章

スポーツ精神とは、自らスポーツを行うことに意義と価値を

認め、常に品位と名誉を重んじ、スポーツの競技規則、スポーツ

マンシップやフェアプレーなどのスポーツ規範に基づき、生涯を

通じて自己の能力・適性等に応じて、主体的かつ継続的に

スポーツの楽しさや喜びを味わうことである。

（公益財団法人日本体育協会スポーツ憲章より抜粋）
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あ　い　さ　つ

第38回北信越国民体育大会が北信越各県から選手・監督並びに役員の皆様をお迎

えし、福井県において盛大に開催されますことは、この上ない喜びであり、県民を代

表して心から歓迎申し上げます。

本大会は、各県の厳しい予選を勝ち抜いた精鋭が、郷土の代表としての誇りを胸に、

今年開催の「
え がお

愛顔つなぐ えひめ国体」への出場権獲得をめざし、熱い戦いを繰り

広げる北信越最大のスポーツの祭典です。

選手の皆様には、日ごろ鍛えた技と力を十分に発揮され、郷土の期待に応えると

ともに、地域の人たちとの友情の輪を大きく広げていただき、思い出に残るすばらし

い大会となりますよう祈願しております。　　　　　　　　　　　　　　

本県では、来年開催される第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体・障スポ」

に向けて、県・市町の競技会場の整備を進めており、メイン会場となる福井運動公

園では、県営体育館や県営テニス場が完成し、本年4月に供用を開始しました。さらに、

県民総参加で、全国から多数の選手、役員の皆様を温かくお迎えし、心のこもった

おもてなしをする準備を進めるとともに、全国初の試みとして、国体会期中に障スポ

競技を開催するなど、国民体育大会と障害者スポーツ大会の「融合」を広くアピール

していきたいと考えています。北信越各県の皆様におかれましてもご支援・ご協力を

お願いします。

また、県外からお越しの皆様には、ぜひこの機会に、豊かな自然の中で育まれた

福井県の食をご堪能いただくとともに、永平寺や一乗谷朝倉氏遺跡など本県の歴史

や文化の魅力に触れていただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催にご尽力いただきました会場地の市町をはじめ、関係者

の皆様に深く感謝申し上げますとともに、選手の皆様のご健闘と大会の成功を祈念申

し上げ、歓迎のことばといたします。

第38回北信越国民体育大会 会長
公益財団法人福井県体育協会 会長

福井県知事　西　川　一　誠
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お 祝 い の 言 葉

第38回北信越国民体育大会が、北信越5県の代表の選手や関係の皆様をお迎えし、

盛大に開催されますことを、地元 福井県議会を代表し、心からお祝い申し上げます。

皆様には、日ごろから、スポーツの振興に多大なご尽力を賜り、厚くお礼申し上げ

ますとともに、スポーツを通して明るい社会づくりに貢献されていることに対し、深く

敬意を表する次第であります。

本大会は、第72回国民体育大会（愛媛国体）への出場権をかけて行われ、北信

越地区では最も権威のある大会であります。選手の皆様には、日ごろ鍛えられた力と

技を十分に発揮され、輝かしい成果を収められることを期待しております。

福井県は、豊かな自然や歴史、多彩な伝統工芸や美しい和食文化に恵まれ、また、

子どもたちの学力・体力や県民の幸福度も全国トップクラスの評価を受けております。

県外からお越しの皆様には、ぜひこの機会に、福井の魅力を満喫していただければ

幸いに存じます。

来年の第73回国民体育大会「福井しあわせ元気国体」は本県での開催となります。

必要な施設や環境の整備も順調に進んでおり、県外からのお客様をお迎えする準備

も、県民一丸となって盛り上げてまいります。来年、皆様方とここ福井で再びお会い

できることを念願しております。

結びに、本大会の開催にご尽力いただいた役員の皆様をはじめ、関係各位に深く

感謝を申し上げますとともに、本大会のご成功と、大会にご参加の皆様方のご健勝、

ご活躍を心よりご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

福井県議会議長　松　田　泰　典
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あ　い　さ　つ

第38回北信越国民体育大会クレー射撃競技が、ここ勝山市に於いて北信越各県

から代表選手・監督・役員並びに関係者の皆様をお迎えして、盛大に開催されます

事は福井県クレー射撃協会一同、誠に嬉しく心から歓迎の喜びに堪えません。

福井県立クレー射撃場は平成14年、鉛害問題で余儀なく無制限の射場閉鎖の

道をたどる事となりました。

14年余りの時を経て、2018年 第73回福井国体が内定され福井県立クレー射撃場の

大改修が行われる事となり幾多の思考錯誤の末ようやく昨年9月に完成の運びとなり

自然豊かな環境の中に見事なまでに近代的な射撃場に生まれ変わりました。

会員一同、長い間の希望と願いがようやく叶えられた瞬間でありました。　

今大会は「愛顔つなぐえひめ国体」の予選会として北信越ブロック各県からの

代表選手の皆様が日頃の厳しい練習の成果をいかんなく発揮し愛媛国体を目指し

熱戦を繰りひろげて頂きたいと思います。

各選手の健闘を期待いたします。

来年は第73回国民体育大会　福井しあわせ元気国体の開催年であります。

福井県は今、選手育成と競技会場準備等に余念がありません。

是非、来年も多くの方々が福井国体にご来県頂きます様心よりお待ちしております。

結びに、本大会開催にあたり多大なご尽力を賜りました開催地の皆様、並びに

関係各位の皆様方に深く感謝申し上げ歓迎のご挨拶とさせて頂きます。

（一社）福井県クレー射撃協会

代表理事　中　本　勝　好
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歓 迎 の こと ば

第38回北信越国民体育大会が、本市において北信越各県から多くの選手、役員の

皆様をお迎えし、盛大に開催できますことは大きな喜びであり、勝山市民を代表して

心から歓迎申しあげます。

本大会は各県の厳しい予選会を勝ち抜いてこられたトップレベルの選手が集い、

全国への代表権をかけている大会でもあります。選手の皆様には郷土の代表として

日頃の練習の成果を存分に発揮されますように御祈念申し上げますとともに、この

大会を通して他市や他県の選手との交流の輪を広げられ、今後ますます競技力の

向上と競技人口の増加に繋がる実り多き大会となることをご期待申し上げます。

さて、勝山市は、平成21年に「恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク」として日本ジオパーク

に認定されました。勝山市では、平成元年から続けられている福井県の恐竜化石

発掘調査事業により、日本で発見された新種の恐竜化石7種類のうち5種類がここ

勝山から発掘され、「勝山恐竜化石群及び産地」が国指定天然記念物となって

います。また、勝山市では、恐竜のことを学べる福井県立恐竜博物館もさること

ながら、本年開山1300年祭が行われる国史跡白山平泉寺旧境内やスキージャム

勝山、開創30周年を迎える越前大仏、勝山市街の町並みなど見所満載です。

市街地においては、繊維のまち勝山を紹介し手織り体験などができる「はたや

記念館 ゆめおーれ勝山」がみなさまをお迎えします。また、国の登録文化財となって

いる旧料亭を改修し、この春オープンした「旬菜食祭 花月楼」では、勝山市の

歴史文化や食事も楽しんで頂けます。大会終了後には、是非ともお立ち寄り頂きたい

と存じます。

結びに、本大会の開催にご尽力頂きました関係の皆様に心より敬意を表しますと

ともに、平成30年開催の「福井しあわせ元気」国体・大会に繋がるすばらしい

大会となることを祈念申し上げ、歓迎のご挨拶とさせて頂きます。

勝山市長　山　岸　正　裕
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山岸　正裕

中本　勝好

小玉　重信　　山崎　雅都　　大井　克彦　　布野　兼一

帰山　寿憲　　平野　慶一　　梅田　幸重　　木村富美夫

池田　芳成

笠川　清史　　上　　弥吉　　谷出　雅博

中本　勝好

木村富美夫　　長谷川正一　　米道　俊信　　布野　兼一

多田喜代彦　　前田　純夫　　米田　義雄　　早水　隆治　　

上本　康治　　籔　　芳朗　　田辺　秀幸　　齋藤　隆司

伊関　　晃　　赤松　道次　　村山　晃一　　森石　義浩

木船　栄士

名 誉 会 長

会　　　　長

副　会　長

顧　　　　問

参　　　　与

委　員　長

副 委 員 長

委　　　　員

競 技 会 役 員
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中本　勝好

米田　義雄

木村富美夫

小玉　重信　　山﨑　雅都　　大井　克彦　　布野　兼一

前田　純夫

東　　栄治　　青山　　勉　　白坂　政治　　澤田　　勉

　　　　　　　　　　　

村山　晃一　　　　　　

前田　純夫　　籔　　芳朗　　石山　正治　　䋆谷　文雄　

　　　

吉田　一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　

田辺　秀幸

古川　達也　　西出富士雄　　宮迫　太一　

岩滝　政春　

梅本　康隆　　近藤　則男　　高橋　正充

山内　司朗

南田　政夫　　米村　敏男　　下牧　照夫　

奥田真理子

（一社）福井県クレー射撃協会　会員

競技委員長

競技副委員長

審 査 団 長

審査団委員

審　判　長

審判員スキート

審判員トラップ

　　　　　　　　　　　　　　　　

進行委員長

進 行 委 員

記録委員長

記 録 委 員

射場整備委員長

射場整備委員

放 送 委 員

補　助　員

競　技　役　員
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日期日期

間時間時

所場所場

１１

２２

３３

４４

５５

６６

７７

８８

９９

0101

11

閉式通告

役員・選手団退場

国旗降納

大会旗･協会旗・県旗降納

次期開催県会長あいさつ

競技会終了宣言

平成29年8月27日（日）

17：00

福井県立クレー射撃場

次 第

役員・選手団入場

成績発表

表彰

閉会のあいさつ

選手宣誓

競技上の注意

閉式通告

役員・選手団退場

大会旗･協会旗･県旗掲揚(若い力斉唱）

優勝旗返還

競技会会長あいさつ

歓迎のことば

【開 始 式】 【表 彰 式】

役員・選手団入場

競技会開始宣言

国旗掲揚（国歌斉唱）

平成29年8月27日（日）

8：00

福井県立クレー射撃場

次 第

0779-88-0703

監督会議 8月26日（土） 16：30 福井県立クレー射撃場 0779-88-0703

会長・審査団会議 8月26日（土） 16：00 福井県立クレー射撃場

会 議 名 期 日 時 間 場 所 電 話 番 号

式　典　次　第

諸 会 議 日 程
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競　技　日　程

組 み 合 せ 表

成 　 績 　 表

監 　 督 　 名

８月２７日　（日曜日） 8時00分 福井県立クレー射撃場開　会　式

競　技　開　始 ８月２７日　（日曜日） 8時30分 福井県立クレー射撃場

富山県№1 長野県№1

射　　　　　　　順

福井県№4 新潟県№4 石川県№4 富山県№4 長野県№4

射　団

１組

２組

３組

新潟県№2 石川県№2 富山県№2 長野県№2

福井県№3 新潟県№3 石川県№3 富山県№3 長野県№3

４組

福井県№2

福井県№1 新潟県№1 石川県№1

1 2 3 4

33087

33084

33096

32114

29163

29031

29109

29120

32122

32121

32119

32035

31114

31155

31138

31101

30210

30215

30029

30149

福井県

団体
順位

県名 № 選手名
ラウンド

新潟県

石川県

富山県

長野県

清野　友弘

仁禮　康平

関 　富士男

堀　　勝俊

中川　陽平

水本　克洋

長谷川正一

米道　俊信

藤原　拓也

佐藤昇太郎

坂井　　誌

（第72回国民体育大会　北信越ブロック代表チーム数　スキート３チーム）

上村　直洋

個人
得点

個人
順位

団体
得点

木村富美夫

南田　昌宏

山本健太郎

中本　靖也

清水　裕樹

布野　兼一

塚田　政光

奥原　隆志

長野県 塚田　政光

福井県 中本　靖也
新潟県 木村富美夫
石川県 長谷川正一
富山県 米道　俊信
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第３５回 石川県 長野県 福井県

石川県

富山県

第２１回大会より国体出場県

ブロック代表３チーム

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

第３１回

富山県

長野県

福井県

新潟県

石川県

富山県

長野県

福井県

新潟県

石川県

富山県

長野県

福井県

新潟県

石川県

富山県

福井県

新潟県

石川県

福井県

新潟県

石川県

新潟県

石川県

富山県

開催県

石川県

富山県

長野県

福井県

長野県

富山県

１　　位 ２　　位

新潟県

富山県

長野県

長野県

富山県

長野県

富山県

富山県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

新潟県

新潟県

長野県

石川県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

新潟県

石川県

富山県

新潟県

新潟県

長野県

長野県

新潟県

長野県

新潟県

新潟県

新潟県

１　　位 ２　　位 ３　　位

新潟県

新潟県

新潟県

長野県

長野県

富山県

長野県

富山県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

長野県

新潟県

長野県

富山県

石川県

富山県

富山県

富山県

石川県

富山県

富山県

福井県

新潟県

石川県

新潟県

新潟県

石川県

新潟県

石川県

福井県

石川県

富山県

第３４回 新潟県 長野県 富山県 新潟県

富山県

第３２回 長野県 長野県 富山県 石川県

富山県新潟県福井県福井県

第３７回 長野県 富山県 福井県 長野県

第３３回

第３６回 富山県 福井県 長野県

過去の成績一覧表
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クレー射撃競技の見方

　クレー射撃競技は、クレー標的（主に、石灰などで作られた直径１１センチ、厚さ２センチ５ミリ、

重さ１０５グラム程度の円盤状のもの）を空中に飛ばし、これを散弾銃で射撃して、当たった数

によって順位を競う競技です。

　秒速２２～３０メートルで飛ぶ標的を秒速３００メートル以上の散弾で撃つだけに、瞬間の判

断力と動作が要求される非常にスリルに富んだスポーツです。

　競技の種目としては、トラップ、スキート、ダブルトラップがあり、国体ではトラップとスキー

トが実施されます。

クレー射撃とは

　トラップ射撃は、横１列に並んだ５つの射台で競技されます。それぞれの射台の前には３台ず

つのクレー放出機があり、１台は右に、１台は左に、もう１台は中央へクレー標的が飛ぶようにセッ

トされています。

　競技は一組６名の選手で行われます。１番から５番の射台にそれぞれ１人ずつ選手がつき、６

番目の選手は１番射台の後ろに位置し、１番の選手から順に１人ずつ射撃を行います。選手が「ハ

イ」とか、「ホッ」とか自分なりの掛け声でコールすると、前方のクレー放出機から標的が１枚飛

び出ます。散弾は２発まで撃てるので、最初の１発で命中しなくても２発目で撃ち落とすことも

できます。

　１番目の選手が撃ち終わったら、後ろの６番目の選手が１番射台に入ります。１番目の選手は

２番の選手が撃ち終えるのを待って２番射台に入ります。以下、２番目の選手は３番射台へ、３

番の選手は４番へと射台を移動して、５番の選手は６番（１番の後ろ）の位置に移動します。

こうして次々に移動をしていき、最初の位置に戻るまでには選手はそれぞれ５回に射撃をするこ

とになります。これを５回繰り返して６人全員がそれぞれ２５回の射撃を終えると１ラウンドが

終了します。

　順位は、予選・準決勝・決勝といったトーナメントではなく、大会期間中に全員が４ラウンド行い、

合計１００個のクレーを何枚割ったかで個人成績を争い、団体順位はチームの選手（３名）の合

計点で決まります。ミスをしたら絶対に取り返せないだけに心身両面のコンディションの調整が

重要になってきます。

　１ラウンド２５個のクレー標的は、右へ１０個、左へ１０個、中央へ５個とコンピューターシ

ステムによって配分されるようになっていますが、前もってこれがわからないだけに、自分なり

に予想しながら見ていると一段と興味がわいてきます。また、選手は前の選手が射撃して１５秒

以内にコールしなければならないことになっています。制限時間ぎりぎりまで精神統一する人、

４～５秒でコールする人とまちまちですが、いかに自分のタイミングで射撃するかが勝敗の分か

れ目になります。

トラップ
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　スキート射撃場は、半径１９メートルの半円に近い形をしています。この円周上に左端から１番、

２番と射台が設けてあり、右端は７番射台となっています。また、中央には８番射台がおかれて

います。

　スキートのクレー標的は２ヵ所から飛ばされます。１つは左端のハイハウス（高さ約３メートル）

からで、もう１つは右端のローハウス（高さ約１メートル）からです。飛び方は、ほぼ一定して

います。

　一組の選手はトラップと同じ６人編成で１人ずつ射撃を行いますが、１番射台で全員が撃ち終

わってから一斉に２番射台に移動するという方法がとられます。

　各射台で出る標的の数と順番は次のようになっています。

スキート

 射  台    標  的  順  序

1 シングル ハイ

ダ ブ ル ハイ   ロー

2        シングル ハイ

ダ ブ ル ハイ   ロー

3        シングル ハイ

ダ ブ ル ハイ   ロー

4        シングル ハイ

シングル    ロー

5        シングル ロー

ダ ブ ル ロー   ハイ

6        シングル ロー

ダ ブ ル ロー   ハイ

7        ダ ブ ル ロー   ハイ

4        ダ ブ ル ハイ   ロー

ダ ブ ル ロー   ハイ

8        シングル ハイ

シングル ロー

 ＊  ダブルではハイハウスとローハウスから同時にクレーが出ます。

　以上２５個の標的を撃って１ラウンドを終了します。トラップと違って１個の標的に対し１発

しか撃てません。また、２番から６番まではクレーを横から見て射撃し、１番、７番、８番では

自分の斜め頭上を通過するクレーを射撃することなり、さらに最初から銃を頬ににつけた射撃姿

勢はとれず、必ず腰につけた待機の姿勢でコールしなければなりません。トラップと同じように

４ラウンドの合計（１００発）で個人成績を争い、団体は３人の合計で争います。
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競技会場案内図

− 14 −



宿 舎 一 覧 表

長　野

宿　舎　名

勝山ニューホテル
〒911-0811

勝山市片瀬町2丁目114

新　潟

石　川

富　山

県　名 所　在　地 電　話

0779-88-2110

ビジネス観光ホテルやなぎや

エースイン福井

〒911-0043
勝山市荒土町新保４−１２９

〒910-0006
福井市中央３－４－２０

0779-89-1000

0776-26-0011

福井県立クレー射撃場
〒　911-0011　勝山市野向町牛ヶ谷107-3

競技会本部 ・ 記録本部

記録責任者　　  田辺　秀幸

ＴＥＬ　0779-88-0703

勝山市総合病院

救　急　指　定　病　院

勝山市長山町2丁目6-21 　0779-88-0350

第38回北信越国民体育大会実行委員会事務局

福井市福町 3-20　公益財団法人福井県体育協会内
TEL 0776-34-2719　　FAX 0776-34-2742

大　会　本　部
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開　催　の　趣　旨

国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域

の人々に広くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、

健康増進と体力向上を目指し、併せて５県の親睦と交流を

深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文化の発展に寄与

することを目的とする。

日本体育協会スポーツ憲章

スポーツ精神とは、自らスポーツを行うことに意義と価値を

認め、常に品位と名誉を重んじ、スポーツの競技規則、スポーツ

マンシップやフェアプレーなどのスポーツ規範に基づき、生涯を

通じて自己の能力・適性等に応じて、主体的かつ継続的に

スポーツの楽しさや喜びを味わうことである。

（公益財団法人日本体育協会スポーツ憲章より抜粋）




